
日　
米　
両　
国　
の　
友　
好　
を　
深　
め　
る　

フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
の　
初　
日　
は　
、　「　
醤　
油　
と　
日　
本　
の　
味　
の　

国　
際　
化　
」　
を　
テ　
ー　
マ　
と　
し　
、　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　

ー　
の　
ウ　
ィ　
リ　
ア　
ム　
・　
ク　
ラ　
ー　
ク　
Jr.
理　
事　
長　
の　
司　
会　

に　
よ　
っ　
て　
始　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
続　
い　
て　
協　
賛　
で　
あ　
る　

キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
代　

表　
し　
て　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
株　
式　
会　
社　
茂　
木　
友　
三　
郎　
社　

長　
が　
次　
の　
よ　
う　
に　
ス　
ピ　
ー　
チ　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

「　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
は　
創　
立　
八　
十　
周　
年　
を　
記　
念　
し　

て　
、　
一　
九　
九　
九　
年　
十　
月　
、　
発　
酵　
調　
味　
料　
・　
醤　
油　

を　
基　
本　
と　
し　
た　
研　
究　
活　
動　
、　
文　
化　
・　
社　
会　
活　
動　
、　

情　
報　
の　
収　
集　
・　
公　
開　
な　
ど　
の　
活　
動　
を　
目　
的　
と　
す　

る　『　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
』　

を　
設　
立　
し　
ま　
し　
た　
。　
同　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
設　
立　
を　
記　

念　
し　
て　
行　
う　
イ　
ベ　
ン　
ト　
の　
開　
催　
地　
と　
し　
て　
、　
世　
界　

の　
文　
化　
と　
食　
の　
集　
積　
地　
で　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
は　

最　
適　
な　
場　
所　
で　
あ　
り　
、　
自　
分　
が　
コ　
ロ　
ン　
ビ　
ア　
大　
学　

で　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
と　
合　
わ　
せ　
、　
私　
の　
第　
二　
の　
故　
郷　

で　
も　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
で　
こ　
の　
よ　
う　
な　
催　
し　
に　

協　
賛　
で　
き　
る　
こ　
と　
は　
喜　
ば　
し　
い　
こ　
と　
で　
す　
。　

キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
は　
こ　
こ　
数　
十　
年　
に　
わ　
た　
り　
、　
醤　

油　
を　
通　
じ　
て　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
を　
世　
界　
中　
に　
広　
げ　

て　
き　
ま　
し　
た　
。　
今　
や　
ウ　
エ　
ブ　
ス　
タ　
ー　
英　
語　
辞　
書　

に　
は　「　
テ　
リ　
ヤ　
キ　
」　
と　
い　
う　
言　
葉　
が　
載　
る　
ま　
で　
に　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
で　
は　
、　
世　
界　
百　
カ　
国　
以　
上　

に　
醤　
油　
を　
輸　
出　
す　
る　
ま　
で　
に　
な　
り　
、　
古　
典　
的　
な　

フ　
ラ　
ン　
ス　
料　
理　
に　
も　
醤　
油　
が　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　

も　
良　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
米　
国　
で　
も　
日　
本　
と　

同　
じ　
よ　
う　
に　
日　
常　
的　
に　
料　
理　
に　
醤　
油　
を　
使　
っ　
て　

い　
る　
こ　
と　
を　
考　
え　
る　
と　
、　
醤　
油　
は　
食　
文　
化　
の　
交　

流　
の　
段　
階　
か　
ら　
融　
合　（　

）　の　
段　
階　
に　
達　
し　

て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
今　
後　
と　
も　
こ　

れ　
ら　
食　
文　
化　
の　
融　
合　
を　
通　
じ　
て　
日　
本　
と　
米　
国　
の　

友　
好　
を　
深　
め　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
れ　
ば　
こ　
れ　
に　
勝　
る　

幸　
せ　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
」　

「　
醤　
油　
は　
肉　
と　
相　
性　
が　
良　
い　
」　

続　
い　
て　
醤　
油　
の　
歴　
史　
と　
製　
造　
工　
程　
を　
紹　
介　
し　

た　
ビ　
デ　
オ　（　
英　
語　
版　
）　の　
上　
映　
の　
あ　
と　
、　『　
キ　
ッ　
コ　

ー　
マ　
ン　
物　
語　
（　

）　』　（　
米　

国　
マ　
グ　
ロ　
ー　
ヒ　
ル　
社　
刊　
）　を　
著　
し　
た　
イ　
リ　
ノ　
イ　
州　

立　
大　
学　
教　
授　
の　
ロ　
ナ　
ル　
ド　
・　
エ　
ー　
ツ　
氏　
が　
茂　
木　
社　

長　
に　
、　
醤　
油　
の　
こ　
と　
、　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
の　
こ　
と　
、　
米　

国　
へ　
の　
進　
出　
と　
国　
際　
化　
、　
茂　
木　
社　
長　
自　
身　
の　
こ　

と　
な　
ど　
を　
、　
イ　
ン　
タ　
ビ　
ュ　
ー　
す　
る　
と　
い　
う　
形　
で　
対　

談　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
出　
身　
で　
あ　
る　
エ　
ー　
ツ　
氏　
の　

リ　
ー　
ド　
で　
、　
日　
本　
で　
の　
醤　
油　
の　
起　
源　
や　
、　
17
世　

紀　
初　
め　
、　
茂　
木　
家　
の　
女　
性　
が　
野　
田　
に　
移　
り　
住　

み　
、　
醤　
油　
づ　
く　
り　
を　
始　
め　
た　
こ　
と　
な　
ど　
が　
話　
題　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
驚　
く　
べ　
き　
こ　
と　
に　
、　
日　

本　
人　
の　
醤　
油　
の　
消　
費　
量　
は　
一　
人　
年　
間　
十　
リ　
ッ　
ト　

ル　
で　
、　
日　
本　
酒　
と　
ほ　
ぼ　
同　
じ　
で　
あ　
り　
、　
い　
か　
に　
日　

本　
人　
の　
食　
と　
深　
く　
結　
び　
つ　
い　
て　
い　
る　
か　
な　
ど　
が　
茂　

木　
社　
長　
に　
よ　
っ　
て　
紹　
介　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
な　
ぜ　
醤　
油　
が　
米　
国　
で　
受　
け　
入　
れ　
ら　
れ　

る　
と　
思　
っ　
た　
か　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
醤　
油　
そ　
の　
も　
の　
が　

肉　
料　
理　
と　
相　
性　
が　
良　
い　
こ　
と　
、　
ま　
た　
自　
ら　
が　
コ　

ロ　
ン　
ビ　
ア　
大　
学　
の　
学　
生　
時　
代　
に　
ス　
ー　
パ　
ー　
マ　
ー　
ケ　

ッ　
ト　
で　
行　
っ　
た　
醤　
油　
の　
デ　
モ　
ン　
ス　
ト　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

で　
、　
消　
費　
者　
の　
ポ　
ジ　
テ　
ィ　
ブ　
な　
反　
応　
を　
見　
た　
こ　

と　
な　
ど　
が　
披　
露　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
そ　
れ　
が　

「　
テ　
リ　
ヤ　
キ　
」　
を　
生　
み　
、　
バ　
ー　
ベ　
キ　
ュ　
ー　
や　
他　
の　
料　

理　
に　
も　
使　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
、　
米　
国　
で　
の　
醤　

油　
の　
使　
用　
量　
の　
増　
加　
を　
促　
し　
て　
い　
っ　
た　
、　
と　
述　
べ　

ま　
し　
た　
。　

ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
に　
て
食
文
化
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
を
開
催

醤
油
は
食
文
化
の
交
流
段
階
か
ら

融
合
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
段
階
へ

【ジャパン・ソサエティー】
米国・ニューヨークにあるジャパ

ン・ソサエティー（日本協会）は、

1 9 0 7年に創立された日米両国の

友好親善と理解の促進を目的に

活動している公益法人です。

日
本　
の　
食
文
化
を
考
え　
る　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　「

」　が　
一
九
九
九
年
十
二
月
二
日　
か　
ら
四
日
ま　
で　
の　
三

日　
間　
、　ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
に　
お　
い　
て　
開　
催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
会　
場　

と　
な　
っ　
た　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
・　
ソ　
サ　
エ　
テ　
ィ　
ー　
の　
オ　
ー　
デ　
ィ　
ト　
リ　
ア　
ム　（　
二　
百　
五　
十　
人　
収　
容　
）　に　
は　
、　

日　
本　
の　
食　
に　
関　
心　
の　
あ　
る　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
の　
方　
々　
が　
多　
数　
集　
ま　
り　
、　
活　
気　
あ　
ふ　
れ　
る　
も　
の　

と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
今
回　
は　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
の　
模
様
と　
講
演　
の　
内
容
を　
ご　
紹
介　
し　
ま　
す　
。　

エ　
ー　
ツ　
氏　
は　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
の　
創　
始　
者　
が　
女　
性　

で　
あ　
る　
こ　
と　
に　
興　
味　
を　
示　
し　
、　
当　
時　
の　
日　
本　
で　
は　

も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
、　
今　
で　
も　
女　
性　
の　
創　
始　
者　
は　
珍　

し　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
感　
想　
を　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
さ　
ら　
に　
茂　
木　
社　
長　
は　
、　
一　
七　
六　
五　
年　

に　
完　
成　
し　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
有　
名　
な　
哲　
学　
者　
デ　
ィ　

ド　
ロ　
に　
よ　
る　
百　
科　
全　
書　
に　
「　
醤　
油　
は　
肉　
に　
よ　
く　

合　
う　
」　
と　
記　
述　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
も　
紹　
介　
し　
ま　

し　
た　
。　
ユ　
ー　
モ　
ア　
あ　
ふ　
れ　
る　
語　
り　
で　
、　
会　
場　
は　

笑　
い　
の　
う　
ず　
に　
包　
ま　
れ　
ま　
し　
た　
。　

最　
後　
に　
茂　
木　
社　
長　
は　「　
人　
は　
誰　
で　
も　
食　
べ　
る　
。　

だ　
か　
ら　
食　
文　
化　
は　
最　
も　
文　
化　
交　
流　
が　
し　
や　
す　
い　
。　

そ　
し　
て　
そ　
の　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
の　
中　
心　
を　
な　
す　
一　

つ　
が　
醤　
油　
で　
あ　
る　
」　と　
そ　
の　
信　
念　
を　
語　
り　
ま　
し　
た　
。　

高　
ま　
る　
日　
本　
食　
へ　
の　
関　
心　

さ　
ら　
に　
弁　
護　
士　
出　
身　
と　
い　
う　
経　
歴　
を　
持　
ち　
な　

が　
ら　
、　
フ　
ュ　
ー　
ジ　
ョ　
ン　
・　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
も　
経　
営　
し　
て　

い　
た　
フ　
ー　
ド　
コ　
ン　
サ　
ル　
タ　
ン　
ト　
の　
バ　
リ　
ー　
・　
ワ　
イ　
ン　

氏　
に　
よ　
り　
、　
日　
本　
食　
や　
世　
界　
の　
食　
文　
化　
の　
潮　
流　

に　
つ　
い　
て　
の　
ま　
と　
め　
の　
講　
演　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ス　
ピ　
ー　
チ　
の　
内　
容　
は　
示　
唆　
に　
富　
み　
、　
多　
岐　
に　
わ　

た　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
日　
本　
文　
化　
あ　
る　
い　
は　
日　
本　
食　

に　
つ　
い　
て　
は　
次　
の　
よ　
う　
に　
述　
べ　
ま　
し　
た　
。　

「　
日　
本　
の　
影　
響　
は　
、　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
テ　
リ　

ア　
、　
箸　
や　
酒　
と　
い　
っ　
た　
食　
卓　
な　
ど　
い　
た　
る　
と　
こ　
ろ　

に　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
マ　
ン　
ハ　
ッ　
タ　
ン　
の　
住　
宅　
の　
最　
上　

階　
に　
は　
茶　
室　
が　
あ　
っ　
た　
り　
、　
い　
た　
る　
と　
こ　
ろ　
に　
日　

本　
庭　
園　
が　
あ　
っ　
た　
り　
。　
さ　
ら　
に　
は　
お　
弁　
当　
箱　
が　
買　

え　
た　
り　
、　
日　
本　
の　
炭　
は　
こ　
の　
冬　
、　
ク　
リ　
ス　
マ　
ス　
の　

ギ　
フ　
ト　
に　
も　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
、　
私　
た　
ち　
は　

か　
つ　
て　
な　
い　
ほ　
ど　
長　
時　
間　
働　
き　
、　
し　
か　
も　
、　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
の　
速　
さ　
で　
働　
き　
、　
リ　
ラ　
ッ　
ク　
ス　
す　
る　

時　
間　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
で　
す　
か　
ら　
私　
た　

ち　
は　
、　
生　
活　
の　
中　
に　
落　
ち　
着　
き　
や　
シ　
ン　
プ　
ル　
さ　

を　
求　
め　
、　
日　
本　
に　
関　
連　
し　
た　
事　
柄　
に　
あ　
こ　
が　
れ　

を　
持　
つ　
の　
で　
す　
。　
中　
で　
も　
日　
本　
料　
理　
は　
、　
落　
ち　
着　

い　
て　
、　
透　
明　
感　
の　
あ　
る　
文　
化　
に　
触　
れ　
る　
機　
会　
と　

し　
て　
好　
ま　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

ア　
ジ　
ア　
の　
食　
文　
化　
を　
知　
る　
上　
で　
、　
私　
た　
ち　
は　

も　
っ　
と　
日　
本　
に　
つ　
い　
て　
学　
ぶ　
べ　
き　
で　
す　
が　
、　
そ　
の　

距　
離　
の　
遠　
さ　
や　
円　
が　
高　
い　
こ　
と　
、　
言　
葉　
の　
困　
難　

さ　
の　
せ　
い　
で　
日　
本　
に　
は　
な　
か　
な　
か　
行　
け　
ま　
せ　
ん　
。　

で　
す　
か　
ら　
、　
日　
本　
か　
ら　
多　
く　
の　
先　
生　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　

に　
教　
え　
に　
来　
て　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
料　
理　
人　
に　
日　
本　
に　

行　
く　
よ　
う　
に　
勇　
気　
づ　
け　
て　
ほ　
し　
い　
。　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　

ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　
は　
そ　
う　
い　
う　
面　

で　
大　
き　
な　
役　
割　
を　
担　
っ　
て　
い　
る　
し　
、　
同　
セ　
ン　
タ　
ー　

を　
通　
じ　
て　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
料　
理　
人　
に　
日　
本　
の　
食　
文　

化　
を　
教　
え　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
も　
の　
で　
す　
」　

ワ　
イ　
ン　
氏　
の　
講　
演　
の　
最　
後　
に　
、　
こ　
の　
シ　
ン　
ポ　
ジ　

ウ　
ム　
に　
登　
場　
し　
た　
茂　
木　
社　
長　
、　
エ　
ー　
ツ　
氏　
、　
ワ　
イ　

ン　
氏　
の　
三　
人　
全　
員　
が　
壇　
上　
に　
上　
が　
り　
、　
会　
場　
か　

ら　
の　
質　
問　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　
質　
問　
に　
は　
、　
ア　
メ　
リ　

カ　
の　
醤　
油　
と　
日　
本　
の　
で　
は　
味　
が　
違　
う　
の　
か　
、　
発　

酵　
調　
味　
料　
は　
な　
ぜ　
健　
康　
に　
い　
い　
の　
か　
、　
な　
ど　
活　
発　

な　
質　
問　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
の　
あ　
と　
、　
レ　
セ　
プ　
シ　
ョ　
ン　
会　
場　

に　
移　
り　
、　
歓　
談　
と　
日　
本　
食　
を　
楽　
し　
み　
ま　
し　
た　
。　

た　
く　
さ　
ん　
の　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
カ　
ー　
た　
ち　
が　
枝　
豆　
、　
た　

ま　
ご　
や　
き　
、　
肉　
団　
子　
、　
エ　
ビ　
の　
か　
ら　
あ　
げ　
な　
ど　
、　

醤　
油　
を　
使　
っ　
た　
フ　
ュ　
ー　
ジ　
ョ　
ン　
風　
料　
理　
に　
舌　
鼓　
を　

打　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

三　
日　
間　
に　
わ　
た　
る　
食　
文　
化　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
は　
、　
醤　

油　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　
る　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
へ　
の　
理　
解　

を　
さ　
ら　
に　
深　
め　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　

ら　
も　
キ　
ッ　
コ　
ー　
マ　
ン　
国　
際　
食　
文　
化　
研　
究　
セ　
ン　
タ　
ー　

で　
は　
、　
日　
本　
の　
食　
の　
原　
点　
で　
あ　
る　
醤　
油　
と　
発　
酵　

調　
味　
料　
、　
そ　
し　
て　
世　
界　
各　
地　
の　
食　
文　
化　
の　
研　
究　

を　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
視　
点　
で　
続　
け　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

A Taste of Health:
Exploring
Japanese Food Culture
主催：ジャパン・ソサエティー
協賛：キッコーマン国際食文化研究センター

12月2日（木）

Flavor & Its Origins: The Story of Soy
Sauce
●歓迎挨拶：「ジャパン・ソサエティー歓迎挨

拶」ウィリアム・クラークJ r.（ジャパン・ソサ

エティー理事長）

●冒頭挨拶：「キッコーマン国際食文化研究

センターの設立について」

茂木友三郎（キッコーマン社長）

●ビデオ上映：「キッコーマン醤油とその国

際化」

●対談：「キッコーマンと醤油物語」

茂木友三郎（キッコーマン社長）、

ロナルド・エーツ（イリノイ州立大学教授）

●講演：「ニューヨークの日本食 ― 懐石から

フュージョンまで」

バリー・ワイン（フードコンサルタント）

●レセプション：「醤油を多用したフュージョ

ン風のおつまみと飲み物」

12月3日（金）

Fusion Sushi & Beyond <Workshop>
●ワークショップ：「フュージョンすし」

山本道子（村上開新堂）

場所：ニューヨーク大学

12月4日（土）

Journeys into Japanese Culinary Arts
& Nutrition <Symposium with Tasting
Workshops>
●日本食文化公開シンポジウム：

○講演：「日本食は調味料文化」

熊倉功夫（国立民族学博物館教授）

マーチン・コルカット（プリンストン大学教授）

○講演：「東西の食のパターン」

シドニー・ミンツ

（ジョンズホプキンス大学名誉教授）

○パネルディスカッション：「日本の食材と健康」

熊倉功夫（国立民族学博物館教授）

マーチン・コルカット（プリンストン大学教授）

シドニー・ミンツ（ジョンズホプキンス大学

名誉教授）

エリザベス安藤（日本食研究家）

マリオン・ネッスル（ニューヨーク大学教授）

山本道子（村上開新堂）

●日本食ワークショップ：

「醤油を用いた日本の味付け」山本道子

（村上開新堂）

「みその使い方と味見」エリザベス安藤

（日本食研究家）

「日本のお茶 ― 煎茶の味と健康」小川後楽

（小川流煎茶道家元）
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特 集 食文化フォーラム

ロナルド・エーツ

（イリノイ州立大学教授）

茂木友三郎

（キッコーマン社長）

バリー・ワイン

（フードコンサルタント）

茂木社長とエーツ教授の対談

レセプション風景


